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沿革

，大阪府水産試験埋は昭和13年10月水産指導所として、泉南11碑町淡輪に設立されたが、当

時としては辺境に過ぎたため、昭和17年4月高石市に移転水産試験甥と改称し、20有余年本

府漁業の援興に関する試験研究を行なって来たが､近年堺､泉北臨海工業地帯の造成にともない漁

場環境が急変し、漁場の中心も次第に南部に移りつつある現況に応じ、栽培漁業を中心とした近

代漁業への切替と南部池の測用蝿鑓をはかるため､昭和‘2年,月一部施股の完成をまって瀞
転を行ない昭和43年3月完成をみた。

所在地

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926－
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試験調査の部

赤潮調査

調査の概要｜
大阪湾東部沿岸海域は毎年夏期に赤潮が発生しており、年々 その規桃も拡大され､近年は南部

水域においても頻繁に発生しかつ長期間僻IFし沿岸生物に多大の被醤を及ぼしている。

発生の原因については、箆海工業用地の造成にともなう湾奥部の地形の変化、人口都市染中:≦

よる都市廃水､工場排kの増加等赤潮を誘発すると考えられる職要因が埴大しているのではなき
かと推察されるので、本年度はその前提として発生状況の実態把握を目的として予備的捌遼を言

なった。

調査結果

漁業組合からの悩報老集録するとともに発生時の海況ならびにプランクトンについて次の調査

を行なった。

42年6月15日大阪港～淡輸沿岸海域

〃7月13日淡輪沖

〃7月27日大阪港～淡鏡沿岸海域｡

〃7提28日大阪港～泉佐野沿岸海域

"8^1日神戸港～岸和田港以北海域

以上の調査結果、大阪府地先海域において赤潮による直接的な被審として報告されるものは員

壕市以爾の車麓瓢地尭IC……‘腿とんどで壷る｡これ臓蝉｡蜂形……､中衛

憲競麓饗lotcr鴬堂鷲墓偏鴛灘婆鞭斑雪ﾊ'/&
中南部沿岸でもSk⑧1．itonemは夏期シーズン中俊古種となっていることが多く沿岸域のうすい

赤潮の構成要紫となっているが通術では塩業逓が比較的商いこともあって北部海域ほど波密には

発生していない。直接的雄被害をともむう赤潮は普段これらの碓藻巾に混在しているOyrcnodi

~niunsp,poridin1umqP,3xuviae1laap.等の有害プランクトンが海況の変化等

によって急端菰するときに生じており、当咳海域では何らかの原因によってそれらの急珊殖が北

部海域より起り勘い灘蝋にあるものと考えられる。
－ 3 －



従って、中南部海域の赤潮は睦藻獄によるものとべん毛藻類によるものが並存しており、継統

的に長期間発生するようになったという漁業者の観察はこれら2つのタイプの赤潮を同一視して

いるものと推察される。

注）本調査の詳細については「大阪府水産試験場研究報告1号（昭和41年8月）」に報告

大阪湾放射能調査

調．査の概要

前年度に引続き、大阪府立放射線巾
f・民． ・・･･

央研究所と共同調迩を実施した。

澗査地点は第1図に示した5点で、

年2回（6月、10月）名点における

浮遊生物（プランクトン）、海底泥土

の含有状況と水産生物として底生性の

モガイ、カレイについて調査した。

放射能測定のための試料の調製は、

科学技術庁放射能調査測定基準小委員

会縄倣射力鋤定法（1954）」に

記戦された方法に難じて行なった。

調査結果
も■

郷査結果は第1表、第2表のとおり

で対象物の含¥澱はいずれも前年I災と

ほとんど変化はなく現在大阪湾にお↓二

ては、人工放射能による汚染は認めら

れない。

｜、ﾍｼーし ;̂ii

…ツ急
〆，大和川

』一〈‘一二冒亘奮鯵一一一
．“、柵＞螺

／/~…蕊、F瀧川

Sも：弓
／泉大津

f'I岸和田
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第1麦第1回調査結果（‘12年6月19日実施）

第2表第2回謁蚕結果（42年10月17日実施

1．2774⑰種）
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沿岸漁場調査

調在の概要

沿岸漁業栂造改善噸業の一藻として前年度に引総き南海恥泉南町地先を中心に識場の輔密調

査を行なった。本調交は41年度より3カ年計画で泉南沿岸漁埋の桁密調五を実施中のもので年

次計画は次のとおりである。

昭和41年度岬町1銭

〃42年度南海町、泉南町地先

〃43年度田尻町、泉佐野市、貝壕市地先

調強は海岸線の顕著な目漂物を起点として沖合に平行線を設け、一定閥隔(50.100.250.

500.1000.1500.m)に測深と採泥を行なった。底質については丸川式砂泥淘汰器で粒度組

成を期在した。

調盃結果
画

棚盃結果は附表1．－1，1.-2および付図11，1．2のとおりである

瀬戸内海漁業基本調査

調盗の概要

前年度に引続き南西海区水産研究所の委託を受け、卵稚仔調査ならびにカタクチイワシ陸｣調

査を行なった。

調査結果

1．卵稚仔鯛査

大阪湾沿岸9点(海洋調査参照）について毎月上旬'醜ネットにより底間より衰臓まで垂

直採災を行なった。結果ならびに採集時における海況気象は海洋観測愛に同時掲戦した。

2．カタクチイワシ陸上調査

岸和田市審木漁誰協同組合に＃蝿されたカタクチイワシについて、6月～9月毎月3回200

－6－



一

尾内外を無作為採蝶し、体長測定（体長組成）を行なうとともに漁期の初､中､縄､のものに

ついて、個体測定、性別、生殖腺熟度、梅椎骨数等の輔密測定を行なった。湖五結果は附麦

2－1，2－2のとおりである。

大 型魚礁効果調査

調査 の 概 要

大型魚融効果判定調査として泉南郡

岬町地先に股臓された炎“蝋につい
て設澄前と設腫後における漁瑛澗査を

零患.…1噸駒"雫．
より3カ年,,l画で岬鵡川の観音崎か

｜

ら北へ…0癖に¥体の大量さ’
漉角（エキスパンドメタノ'製、板原1

両）のもの叶800～1．000個を沈

股したものである。

真北

漢、

大壷

J

跡一西f

~た
'へ

第1 図魚融設世位零

鍛査は刺縞漁船1隻を傭船し、設置前1回(11年10月）投遡後3回(42年6月、9月

蝿:鱒懸駕篭忠輔"…職,""…"噸健添…“
位瞳に夕方から噸まで出5時間“した。

調繍患I雰愉裳l………,…｡愉蕊…調徽とし"“
瞳外で操業した刺網漁船1隻当りの漁護量を深日撤協において鯛恋したものである。

これらの調査結果から魚顛においては設悩前にくらべて約2倍の漁礎を示した反面一般漁獅

漁狸に減少の傾向が見られ魚砿が魚類の蝋染に効果的であることが認められた。

なお、付表3－2に見られるように入網位徴（第2図）による漁漉の差は認められなかった二
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鰯2図．底刺調投入位髄斜線部は魚礎、矢印は揚網方向を示す
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神芦
1．大阪湾定線観測

観測定法・前隼嘆と同じ

観測方法海洋観測法に準拠

観測結果付表第4表

一一一

定趣観測

観測地点 大阪府水産試験場地先

o釣0
（42年，月～3月、高石市)0S9

〆

海洋気象観測法に準拠L"6
房

付 表第5表x
OSS

ゾ

.̂.--"
設〆令再・＝→.

′
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観測方法

観測結果

観測定点図
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海 況漁況調査

前年度に引続き海況と漁況について鰯壷した結果、月別海況、椴況は次表のとおりであった

水 温

各脳とも､例年､昨年よ

り2.5度低めとなり38
年の冷水温時とやや似て

いる。

9.0度前後となり↓例野

昨零より約1.0~卜”

10.0度となり例年よ壷

1.0度高いが、昨年と･そ

はやや高い程庇であった

,此0～,2.0度4先月

より“~農｡度ｬ<癒
って来ている｡変卿が例
年より1．0度低めであっ

た｡

15．0～16．5度と先月

より4．0～5.0皮上昇し

麦届と底洞は1.0度の温

度差があった。底層が例

年より1．0度高く、↓5m

闇は昨年より低かった。

塩索戯

表届及び10祁届が例年
■

昨年より約1.00%｡低め

であ･った‘

表層が、昨年より1.00

%満い程度で、その他②

願は例年、昨年並であっ

たc

漁 況
0

全般に漁護が少なく、昨年より3

～5割程度少ない。アイナメ、メ

イタガタイ、ワカメ等が漁護され

始めたが、マダコが少なかった。

剛漁期で§主漁業は底びき網漁＃

建網漁業が行われている程度で3

った

各間とも、例年、昨年並一 F建網でカレイ類が多く漁護されて

であった，

各層ともに例年、昨年4

大差のない分布であっ菰

先月より各脳ともやや(E

くなっていた。5批傭1^

例年より1.00%o低く、

10tti府も例年、昨年』

りやや低めであった！

－9－

いる。タコ類も序々に加狸されー

ようになった。下旬にはイカ巣漁

粟も始まった。

|纏震雪隠
|ｪ噸憾序々に“さ

畷麓恵“

るが、今年

る。

れているが、

合多かつた

イカ類の漁期も終漁期となったが．

I今年は入測りlがおそい割には終＃

期が早かった。



2O.0度～22．0度と先

月より5．0～6.0度の上

昇で、例年より2‘O～4

0度、昨年とで2.0～3

0度それぞれ高く、干天

続きで上昇度合が急であ

った

5月頃より続いた急上昇

も今月は22．0～23.0

度と先月より1．0～2.0

度商くなった程度で、例

年より2.0度低い、昨年

とでは2．0度高めであっ

た。

先月やや停洲していた力

今月は25．0～27．0膜

で、3．0～4.0度上昇し

たが、例年並であった。

5加以深が昨年より2．0

度商めであった，

先月とほとんど差のない

分布で、例年、昨隼並で

あった9

淡簡は例年、昨年より間

めであったが、5祇以深

は例年、昨年並であった

淡隅が例年、昨年より

1.00%高めであったが

5祁以深は例年、昨年よ

り1．00%｡低めであった

-10-
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ァジ、サベ、マアナゴ、スズキ、

エビ類、カレイ、等多彩な魚種ズ

漁漉されるようになった

今年はカレイ頚が少ないようでき

った。キスが減少し始めたが、コ

ピ類、イポダイ、マグコ等が多く

漁獲されるようになった。小サノ

小丁ジは昨年に比べて盛漁期が剣

そかつた。カタクチイワシの磯徽

期に入り昨年より7～10日ほと

早い出漁で、主漁場は岸和田沖で

あったが、中～下旬には多奈川ポ

に漁場が移り、今年は築結が早オ

った

全般に漁狸は少ないが、イボダ

エビ類、タコ類等が多く漁獲さオ

ている。昨年までほとんど漁謹：

れなかったタチウオが今年は特(i

多く、中旬頃から1木釣により＃

盤され体長60”（休箪400－

600，）のもので、下旬には：

日1隻当り15～20Kyの漁削

であった。カタクチイワシは上f

頃には昨年の2～3倍の漁謹で3

つたが、中旬以後は漁独も急に＃

少し、タチウオの多い時はカタメ

チイワシは少ないといわれてい鼎

その他カワハギが鋤謹され始めた。



－

L

例年高温のピークが8月･#

であるが、今年は1ケ月；

づれた今月が諏昌26．0＝

～28．0度）となった星

’

今月には23．0～23．5

蕊蹴撫懸
であった｡昨年&り,.？
～1.5度低めであった二

20.0～20.5度と先月

より3．0度の｛霞ドであっ

た。例年並であるが、昨

年より'.0度低あであっ

た〔

'鼠5~'‘O平と先月
より5．0殴近い低下であ

ったが、例年より1．0度

高く、昨年より3．0度高

めであった二

一一F一一一一一

－－一一一一一一

先月に比し全般に高め＝

あったが、例年、昨年4

あまり差はなかった

淡脳が例年より1．50%，

高いが、5伽以深は例年

昨年並であった‘

各側とも例年、昨年よ

1.00%･低めであった

一一■■一ー弓一一＝－ロ一

17．00%刺後で、例年

昨年並であった
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先月に引続きイポダイ、カワハギ、

エビ類等が多く、マイカも漁狸さ

れ始めた。タチウオは30～60

KFの漁護で先月より更に多くなっ

ている。カタクチイワシは先月下

旬頃から少なく加護が皆無といっ

た時もあるので、ァジ、サバを対

象に出漁していた．下旬には再び

ｶﾀｸﾁｲﾜｼを漁獲するように

なったが、その厳は昨年の3分の

1であった｡

カワハギ、マイカ等鉱溌趣式れて

いる。カタクチイワシ漁迩は9月

下旬1時的に漁狸されたが、頚実

上は8月でその終漁期をむかえ、

今年は例年になく少ない漁穫であ

った

今月に入り胤蝿が、南下し始め

漁捜翫もこれまでの半分又は3分

の1となるが、逆に冷え込むとカ

レイ、シダ類、オコゼ等が漁獲さ

れる。今月はエビ類、シャコ、カ

ニ類、カワハギ、カレイ等が漁職

されていろ

今月に入り季節風も強く長く吹く

ようになり、各祇漁業に及ぼす影

響も大きく、出漁日も少数となり

漁謹侭も少ない。主漁業は底びき

網のみとなるが、今年は冷え込み

がゆるいので、例年漁独されるオ

コゼ、シク狐が少なく、エビ類か

主な漁淡物であった。



争ザ
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苗生 産試験

試 験の擬要

沿岸漁業の振興対策の一つとして高級魚の増殖並びに養殖が考えられ、このため各方面にお↓

て有用水族の人工的種苗生簸に努力が注がれている。

当場においても前年度に引統きガザミ、コウイカの菰苗生産に関する試験を行なっているが、

本年はさらにクロダイの人工受粉による種苗生産試験を行なう一方、初期餌料の大髄培養に関一

ろ試験を実施中である。

葡震::墓嶋
騨化：エンピ円形水槽C0．3t)3コに各々親ガニ(6月20日底曳網に漁極した甲巾l

or.～20m)1尾を収容し、砂ろ過海水により卿化まで止水飼育をした。そのi;i!、通気及び少

湿の生餌（カタクチイワシ）を投与し、3日毎％謎を換水した。外卵はすでに暗緑色を呈し

発生は相当進んでいたので収容後12～15日で3尾共前後して騨化を始め3～4日で約90

％が解化した。（水温21～24℃）

幼生飼育：醇化仔I&予め用意していたパンライトランク（0.5、)A=SK培謎槽B=:7

ロレラ培養槽

Ilaupliua

個を淵鑑する

生育状況：

c=ろ過海水のみ

を主;餌料として1日

よう心掛けた亀

Zooa4令期までの

にそれぞれ約20万を収容し、Brino.-nrimpの

2回～3回投与し、つねに飼育水l必中1000～2000

所要日数は、水温22．0～25．4℃で12～15日を要し

5令期は観察できなかった）、稚ガニ（甲巾3唖～4悪Uoga1op亀に変態した(Zooa5令期は観察できなかった）、稚ガニ（甲巾3麺～4毒＞

までの所要日数は、水温23．8～28.0℃で5～7日であった。したがって螺化から稚ガニ言

で通算日数は17日～22日を要した。

生存率：歩留はABC槽ともZoea2令期まではほとんど差がなく比較的良好であったが､垂

3令期、第4令期にかけて減少が目立ち特にC梢はほとんど消滅し、B槽が比較的良好で、幕：

20～30％の歩留であった。

-13-



引統き、A樹、B槽のMega1opa幼生について飼育観察したが､減耗が醤しく、椎ガニ

(甲巾15～20碗）に成長したものは僅かに170尾に過ぎなかった。

コウイカ煎苗生産試験

採卵：コウイカは4月～7月にかけ産卵のため、湾内沿岸部に来遊するので、この鯉B接岸

期にイカ巣漁業によって盛に漁漉される。この際、網内に殴樋された粗染に多髄の卵を産

みつけるので、この粗采を集収すれば容易に卵が得られる、また飼育池（3．0況×1.5w

X0.7m)に親イカを収容し穏架または絹地を投入すれば5～10日で産卵を行なうので

卵の入手は容易である。

1尾の鋤Bmは体長（外套長）12～1Son'で、2,000～2,500粒であった。

騨化：騨化日数は水温21．6～23．8℃で約30日を要した。騨化率は約70％で天然産卵

（イカ巣粗染……後述）に比べて悪い。

水年度使用の卵は主としてイカ巣粗染に産卵したものを収災（筒便に多蹴の卵が入手で

きる）し、円形エンピ水槽（0．3もon)に粗芋2～3コ(4,000～5,000粒）を収容

し刺ゲキを与えないよう通気懇さけ、流水式により卿化を行なった。牌化率は80～90

％で非徽に良好であったが、全部群化するまでには7日～10日を要した。

幼生の飼育：卿化仔は各100尾ずつ60”×30”×40”のガラス水柵に収容し、A=

止水（3日1/も斌交換)B=.止水通気、c-流水D=流水通気の4稲について行な

った。

イカ錘の餌料として、ニホンアミ、エビ幼生、ブラインシユリンプ等が知られているが、

本年はニホンアミ、エビ幼生の入手ができなかったため、プラインシユリンプを餌料とし

て行なったが、ほとんど索餌行動が見られなく、10日～15日で各槽とも死滅した。

なお、本年度途中、稚エビ（エピジャコ零化飼育）を若干入手できたので試みに投与し

たところ、投入と同渚に涜極的索餌行動を起し､たちまち3～4尾を捕食するのが観察され

．ウイカ稚仔の餌料としてはプラインシユリンプは不適当と思われる。

クログイ種苗生産試験

本年度よりクロダイの人工受精による種苗生産試験を加えた。準備の遅れから優良親魚の入

手ができず近くの釣、刺網漁穫親魚についてホルモン剤（シナホリン）注射により産卵促進

をはかったが魚体の損傷が甚しく人工採卵に至らなかった。

（本年l災はクロダイ諏苗生産に関連し輪虫類の大燈培獲に重点をおいた）

－14－
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餌料培養試・験

試験概要

逓苗生産技術に関する諸問題の中でも有効な餌料生物を大皿に、しかも竜.安定して供給する問

題は股も基本的かつ重要な問題である。そこで本年度は種々の海産漁類の初期餌料として.有効と思

思われる、シオミズツボワムシ(Dracclonuspユユcat.1ユユs)の大斌培養と:その解料と

なる基礎餌料生物として海産クロレラ(ChioreユユaSP.)の大量培謎を行なった。

試験経過及び結果’
1．韮礎餌料(Chioraユユa,ap)の培餐

（1）培養液の殺菌の必要性について

充分の原種を接種すれば培墾液の殺菌は不必要である。すなわち、グリーンウナターの状

態（8×10*個体;l/GC以土)に繁殖したChlorollaapを培誕液量の1/10以上接種すれば、

25～32℃で5～10日間のうちにグリーンウオターの状態になった。

（2）培認夜の塩素渡吏について

0,5,10,15,18%･のシリーズで培菱した結果、10～18%,では繁殖密度、到達密度に大

差は見られなかった。

（3）培養液

海水（ろ過海水を淡水で約15%･に調整したもの)11に対し次の培養液の優劣を検討し

たが大差はなかった。

鋤”｡‘io0'､Ⅲ恩2HP｡.112H2…，､clo鰯…．”’
B）（NII4）llSO4701、Na2HPPalZH2O20久改変P－1$C10CC

（ 4）培誕温度

週年にわたる培墨の結果10～38℃の塊囲内で生存珊殖が認められたが、最も瑚砿を

見たのは25～30℃のliilであった。

（5）照度と増砿の関係

500lux<2.0001ux<9,000111x≦13.0001uxであった。

2．シオミズツボワムシの大澱培蕊

(1)培餐液の填薬蚤について

0．5．10．18%･のシリーズで培菱した結果､繁殖速度は0＜5%｡＜18％｡＜15％｡<10

%*であった。なお10%,で20日間培奨したシオミズツボワムシを5日間隔で15%o､18%｡

－15－



に塩衆母を上げた場合10%0におけると伺棟の繋殖速度を示し股商密度18側体/CCに達

した。

(2)原諏慨と増殖速度

塩衆髄15%｡、水温25℃の充分繁殖したChXoreユInSP培我液500必に各祇農

度で原種（12個体/CCのシオミズツボワムシ）を接砿した場合その増殖は下記のとおり

であった皇

原種魁鮒始時の密度股高 密度に達した日数鰻高密度

10oz平均236個 体 犯 4 日 1 4 / C C

50必平均113〃5日12/CC

1 0 I ， 平 均 2 1"10FJ7/CC

5必平均10"1 6 Q 1 0 / ℃ C

養試験

試験概要

大都市周辺における漁業の-つの在り方として漁狸物の活魚販売が考えられており、活魚の取

扱、陸上における循環式ろ過槽による菩菱技術の棚発が必要とされているので、本年度は海産活

魚輸送用添加剤（過酸化水業水を主成分とする酸素補給剤）の効果試験及び薪養施設の設爵睡準

について険討を行なった。

試験経過及び藷果

1．酸素補給剤の使用効果について

海産活魚輸送用添加剤として過酸化水素を主成分とする蔽紫補給剤が市販されているので、

この薬剤の効果について、Ill通気法との比較(2)鼓薬封入法との比較(3)トリス‐

パツハー(PH調節用）の併用効果U)イソミクールソーダ（麻酔剤）併用効果について

検討した結果、故紫補給剤を使用説明どおりにl.C00PPmの濃度で使用したときはほとん

ど効果がなく、従来の通気法、蔽素封入法に遠く及ばない。また、トリス・バッハ一の併用も

イソミタールソーダーとの併用においてもほとんどその効果は潔められなかった。

なお、本試験の詳細については「大阪府水産試験鋤研究報告第1号（昭和44年8月）」に
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報告している。

2．蓄菱施設の設叶基噸

大阪市漁協より蓄墾施設に関する設計基邸について依頼があったので検討を行なった。

設計条件として大阪市周辺で漁狼される魚諏及び漁狸斌を湖壷した結果、アナゴ、エビ、.－

マチ、スズキ等が対象と考えられるので、これらをアナゴ、エビ用wハマチ、スズキ鳳印

に整理し、①水桶②流水髄③通気鼠④浄化槽について検討した。

ID水槽

Aの湧合アナゴ500K9（11月漁狸髄）が股大通であるので、一応1.000K9(2ケ星

､分)の諦誰力を』えた場合う.ﾅゴは職往の蜜料によれば…Kf〃で透り､』｡…塗
の収容能力としては水蛍5㎡水槽の大きさは、7加×7m×0.7飛を必要とする。．

Bの場合も､ﾊﾏﾁを対象と考えた坦合収容密度は60Ky/VであるからAと同じ規模の

水柑で約300Kj収容ができ、この髄は最測1カ月漁狸鰍の約2倍に相当する量である。

噌雌:“&鋤購…"職…………
Aにおけるアンモニアを2噸／必以下に保つための水蹴は10㎡/hで、Bにも同侭流自－

たときは0.6噂／必程度となり2～3日の蒋盤は充分可能と蒜えられるので、A.Bを合せ

て2orf/hの掛水ポンプが必蕊と考えられる。

（3）通気髄

計郷蕊準として魚梢内での般大駿梁湘班厳を求めたところ、Bで8～9月、30oK9収容

時の126必／壷

般低酸素量2.0at

.B両梢で113

(4)浄化槽

でiあぞ

/t

必／鳶麓

た。これより水温25℃CI18.0%oでの散索飽和髄5.0nt/t

水1/.,中1時間の酸紫消澱最を25Zjrf/h必として計算するとA

の通剣を必要とする。

1,200Kyの魚によるNの排出は1日6003であり、これを直径

60”に敷いた浄化揃で浄化すると炉材1㎡、1日の浄化能力は9

"f炉床12m'を要する。このときの炉過葱遮は174ot/1'である。

1.5”の川砂利を厚

'であるので、炉材
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のり養殖試験

減験擬 要

本府ののり謹亙は貝雲市腕の浜（薩波摺設鰹による支柱式養砿法）以外はほとんど行なわれ〒

いなかったが、新しく開発された浮流式養殖法について前年度先達的試孜を行なった結果急速に

鴨及し、泉南一帯において行なわれるようになった。しかし技術的には全く未熟で特に趣綱に鴬

してはそのほとんどが愛知、和欧山、兵庫等から購入している現状であるので、養磁技術の向上

と採苗技術の指導をはかるため、本塞は実践活動の一環として次の先述的試験を行なった。

試験経過及び結果

1，10枚狼浮沈式セットの経済効果

・セットの規模の適正は狼殖経営の合割上に直接関係をもつので、10狼セットの謝波性、管

理、錘済性等について検討を行なった結果、単位セプトとしては10枚雛より20～24枚弧

セットが効果的である。なお、錨、その他の資材についても10枚狼2．セットより節約がで

き縫済的である。

2‘採苗試験(予備“）

本年度は予備試験として浮流式セブト利用による無千出、野外採苗について密閉式と開放式

で行なったが、幼芽管理において若干問題（洗浄または人工干出）はあったが、浮流式セプ

利用により無干出採苗の可能性が認められたので、来年度は本桔的試験実施する予定である。

なお、本試験の結果、胞子付に関しては密閉式も開放式もほとんど変らなかったが、洗浄、

人工干出等幼芽管理の操作過程において､密閉式のものは胞子の剥脱が多く結果的には朋放式

が良好であった。

ワカメ養殖技術改良試験

試験概要

前年度に引続き技術普及郡業の一環として、ワカメ餐廼技術改良試験を行なった。

本年度は昨年度の試験結果菰糸の差込式方法と巻付方法との優劣を検討するとともに、従来乏

筏式、延細式のほかのり浮流セットのアソカロープ利用（アンカロープに錠殖細の張る方法）塞

殖を賊みた。
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試験結果

'・差込式方法と巻付方法の比較試験

斐砿方法は昨年と同棟、筏式、延細式について差込み式と巻付式との比較試験とし、それぞ

れ一筋ずつ租糸を差込式と巻付式とし生産通t、品貢の検討を行なった結果次のとおりであった

（1）顧糸使用髄の相述

差し込み式は親縄の堵、巻付式は約1．5～2.0倍を必要とした、親縄，況間の莱体数は

前者は245本後者は127本であった。

（2）生産獄の相違

巻付式は間引、差し込み式は功切により収狸した場合、前者は親縄，雁当り8;4Ky、後者

は7．1恥の収母であった。また両者とも一斉収謹（途中収痩せず):､しだ鳩合は1漉当り巻付

式は10.7Ky、差し込み式7.iKyであった。

（3）品質について

、競鰯噸蓮華蓋麓鴬鍾i需競蝋穂憲
7．3．51、差し込み式の葉重斌は82．61で差し込み式がやや優れていた。

2．のり浮流式アンカロープ利用による養殖結果

のり浮流式セプ’･のブンカロープに鷲蝿（水深約1．5m）をセゾトし、喪殖拭験を行なった

結果、ワカメの成育は他の猛殖ワカメと差はほとんど見られなかった。また餐殖のりの成長等

にも特に変化は翌められなかった。

技術 及推進事
韮
白 業

1．研究団体育I麺下業

前年度に引続き漁村青壮年研究グループの技術改良､経営改善等の研究活動について助言遥

導を行ない資質の向上をはかった。

なお、本年度はのり浮流養蹴の急速な蕎及にともないのり研究グループの結成促進をはか＝

た｡

本年度顕著な活勤逓行なった研究グループは次表のとおりである。
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会慢

泉佐幽
漁協背年剖

6C

下荘義殖研究全

谷川義殖研究会 1

研究項目
一■一一画ー｡■

底曳網省力化

のり、わかめ養殖，
究会．

糸状体jま

一一一一－

研究グループ名

泉南のりW焼会

淡輪のり研究白

会』

20

10

研兇項目

のり種付(採苗)技＃
－－

糸状体培養
－－－－

2．専門技術指導事業

前年度に引続き専門技術員による水産増殖技縮旨導並びに漁船機械取扱指那を行なったニ

なお、本年度は従来の養殖指導のほか、のり浮流獲殖を特に重点的に行なった。

[11水産地慰技術指導

府下浅海義殖について巡廻指導を行ない、蕊殖技術の改良と普及に努めた。

巡回指導内容

丙蓉､､埋 指導 指導人員

アナゴ〃 1’

ハマチ〃

ワカメ〃 31 12

計 44 16

のり盤殖指導

指導地区
一一一

指導回数 指導内容

|貝塚7t 糸状体の培霊

|泉南町 浮流義殖技弦

指導地値

泉南郡南海町

〃岬0

泉南郡泉南町南海町幽|崎

指導地匝 指導回勢

南海町

岬町

時ﾉリ

5月～12月

5月～12塁
凸

周 年

－－－－

指導内容

糸状体培饗及採苗

浮流鍵殖溺一罰

(2)漁業磯械取扱指導

漁業協同組合と連絡の上現地にて漁船機関診断を行ない賭部分の',;i測ならびに不調個所の

発見および調整方法と応急処理について指導した。
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組合巡回指導実緬犬況

1llllIIllil

一一一一

漁船機関診断及び指導個所

クランク系統
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跡
堺市出匠

春オ

岸和圧

脇 之西

泉佐里

岡田力I

樽男

西島恥

ユー

１
－

1&

尾 齢

下荘 日
。
］

１
－

診断・個所

シリンダー系栽

吸排気系統
Ⅱ

l

燃 料弁系統
4

ク ラゾー

l

冷却水系統
1

潤滑油系統’
そ の他

計1－－

|系統
ロ

－－

23

－－

5

1二

1箸

－
４



栽培漁業種苗中間育成放流事業

前年度に引き続き瀬戸内海栽培漁業漣会より配付の郡苗を一定期間育成管理し、大阪湾沿岸の

適地に放流を行な･った。

本年度郡苗中間育成及び放流状況

緬、理
クルマエヒ

クルマエヒ

ガサミ

イサキ

計

受&入月Iヨ

8月1

8月241

8月231

っ一
一

2

一一・■
一

受入尾勘 放流I識

801顎 38禰

1,20C 570

2.000 2,m

1.4

4.002 2，95
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飼育期間

24日間

37〃

－

33日間

放流場iリ

|泉南町南海町
各1ケ闇

。

岬町ユカ所


